
保護者負担軽減計画について ＜京都府提出資料＞

学校名

所在地

電話番号

【一年生】 入学金
施設拡充費
（入学時）

授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計（入学時除
く）

考査料

90,000 70,000 540,000 96,000 636,000 20,000

【二年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

540,000 96,000 636,000

【三年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

540,000 96,000 636,000

・今回改定　あり　なし

・前回改定　　　　　

平成 21 年度

（６） 　授業料については、京都府内の私立高等学校の平均授業料を下回っているため、このまま府内の私立
高等学校の平均授業料の推移を見守りつつ、（５）に記載しているように保護者の負担金全体としては
出来るだけ軽減できるよう引き続き努力を続けたい。

・今後５年程度の保護者負
担軽減計画

（４）
　学習指導要領に則った正規の授業以外に、これまでも放課後・長期休暇中の大学進学講座や習熟度別講座と
いった取り組みを行ってきたが、これらを今後もよりいっそう充実させ、またその質的向上にも努める。ま
た、施設整備に関しては、平成２４年度から令和４年度までに、教室内の改装、トイレの改装（学内全てのト
イレ内便器の洋式化・ウォシュレットの設置等）、体育館の改修、校地内の緑化整備、駐輪場および校地内の
アスファルト整備、階段の整備、体育館からグラウンドへの階段の整備及び通路の屋根の設置、校舎の建て替
え、テニスコート・グラウンドの人工芝化、グラウンド脇の屋根付き通路の設置、授業動画配信システム、体
育館内及び格技場のエアコン設置、ナイター照明および校舎内のLED化等、食堂の増設並びに家庭科室の新設、
駐輪場の屋根追加と自転車ラックの設置、生徒の安全対策のための教員室の１Fへの移動、グラウンド階段手摺
りの新設、テラスの屋根設置、多様な教育に対応するための新校舎の建設や多様な学びの空間の創出など毎年
継続的に学内施設の拡充・整備に取り組んでいる。令和２年度以降においては、新型コロナ感染拡大防止のた
め、Zoomを使ったオンライン授業の導入、サーモグラフィーの導入、接触感染防止のための校内の抗菌コー
ティングを施工するなど、可能な限り学校行事（文化祭・体育祭・研修旅行ほか）を行えるよう、感染拡大防
止対策を実施してきた。令和５年度には校舎内空調設備の入れ替え工事を予定している。

・教育内容、施設整備の改
善・拡充等の状況

（５）
　上記にも記載した通り、現在本校では授業料以外の諸経費を出来るだけ軽減することに努めている。例え
ば、昨今修学旅行地の海外化が進む中、本校は修学旅行地を信州に変更したり、平成２３年度、価格値下げを
目的に制服を改め、制服の低価格化も実現した。平成２４年度に値下げした保護者会費（１０，５００円）を
更に平成２５年度から３，０００円にまで値下げした。また平成３1年度も引き続き、本校教育のみで大学進学
を可能にするために行っている長期休暇中や放課後の大学進学講座などもすべて受講費・教材費ともに無料と
し、平成２６年度より従来実施してきた夏期休暇中の学習合宿（費用約６０，０００円）をとりやめて、学校
での大学進学講座（受講費無料）とした。さらに、平成３０年１０月より、早起きして生徒の弁当を作るとい
う保護者の負担を軽減するため、学校の食堂で２００円で食べることができる昼食バイキングを開始した。そ
の際、２００円を超える費用は学校が負担しており、費用面でも保護者の負担を軽減している。なお、令和２
年度より新型コロナ感染拡大防止のための食堂テーブルへのパーテーション設置、飛沫防止ビニールカーテン
の設置や配膳の際に使用する使い捨ての手袋の設置などを行い、バイキングを安全に、継続的に提供できるよ
う努めている。

・令和５年度の保護者負担
軽減策及び考え方

・令和５年度納付金

※学科やコースによって納
付金に差異がある場合は最
低額を計上。

＊施設拡充費等には、施設拡充費、校費、実験実習費、冷暖房費等の入学金、授業料及び
検定料以外の納付金で、学則に定めのあるものすべてを含む。ただし、ＰＴＡ、生徒会
等、学校法人とは別団体に属する経費、任意寄附金及び給食費は除外。

　元来、本校は京都府内の私立高等学校の平均授業料を下回る授業料としているよう
に、授業料を出来るだけ低くするようにしている。さらには下の（５）に詳述している
ように、ここ数年をかけて、修学旅行費や制定品、保護者会費といった、一般的に高等
学校教育にかかる学費以外の保護者負担の軽減を行っており、平成２５年度には保護者
会費を年額１０，５００円から、３，０００円に減額した。さらには長期休暇中の大学
進学講座の受講費・教材費の無料化も実施しており、全体的な保護者負担の軽減を目指
した取り組みを行っている。

・今後の納付金に
対する考え方

（２） 　「自学・自成・自立」を校訓に、徹底した学習活動と進路学習を通して、自らの目標
や将来像を実現するためのたくましい精神と豊かな知性を身に付けさせ、自らの職業観
を具現化するために現役で大学へと進学していくことが可能な教育をめざしている。今
後とも、この理念の下、卒業生の四年制大学現役合格が１００％となるべく教育力の向
上に努め、京都府民から厚く信頼の寄せられる学校づくりに努める。

・本校の特色及び
将来展望

（３）

京都成章高等学校

京都市西京区大枝沓掛町２６

（０７５）３３２－４８３０

（１） 　この法人は、日蓮聖人生誕７００年記念事業として本圀寺により設立されたもので、日蓮聖人の
教えを遵奉し、教育基本法及び学校教育法に従い、宗教的情操の涵養に努め、明知を以て明徳を
実践する国民の資質を向上せしむる教育をおこなう学校を設置することを目的とする。・建学の精神


